
番号 学校名 重点１について 重点２について

1
網走養護学

校

〇集団の中で児童生徒同士の適切な関わりができる環境
の整備、充実を図る。
〇学校内における適切な言語環境の構築と推進を図る。
〇児童生徒自身が進めるあいさつ運動や係活動の充実を
図る。
〇「道徳」の全体計画に基づいた実践と評価及び改善を推
進する。

〇支援会議（ケース会議）を充実させ、課題に対して的確か
つ迅速に対応する。必要に応じ関係機関との連携を具体的
に推進する。
〇地域社会への理解啓発に向け、適宜、教育活動等を発
信する。
○保護者に対して、儀式にふさわしい服装の着用を呼び掛
ける。

2
紋別養護学

校

○作業学習等、地域の方々との協働した取組の中で、相手
を思いやる心をはぐくむ取組。
○全教育活動の中で他者とのコミュニケーションを促し、気
持ちが伝わることで主体的に学ぶ力を育成している。

○児童生徒の実態を把握するため、日常的に家庭と学校が
連係し情報の共有を図っている。必要に応じて校内支援会
議、ケース会議等を実施し、現状を把握し組織での課題解
決を行う。

3
紋別養護学
校ひまわり学
園分校

○家庭や地域等様々な人との関わりの中で、心のふれあい
やコミュニケーション能力の育成を図る機会としての同窓
会、交流学習の実施
○作業製品の配布や接客等を通した地域住民とのふれあ
い、地域社会への参加活動をねらいとした分校祭の実施

○いじめの実態や未然防止に向けた取組について、学校評
議員会や学校見学での公開と説明
○いじめアンケート集約結果に基づいた面談及び今後の対
応等についての検討会を併設する施設と実施

4
北見支援学

校
○各教科・領域を合わせた指導や道徳の中で自己肯定感
や思い　　やりの心を育む取組の充実

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○いじめの実態や未然防止のため、年３回行う支援会議
で、学校関係機関等との情報交換

5
北海道紋別
高等養護学

校

○人権擁護団体やNTTドコモをはじめとする地域の関係機
関（専門家）を招聘し、道徳や特別活動の授業の実施

○生徒指導部を中心とした、月一度の、個別面談週間の計
画・実施。（自己理解力、自己肯定感の向上）

○子ども理解支援ツール「ほっと」を活用した支援体制の強
化
○いじめの実態や未然防止のための生徒アンケート実施回
数の見直し
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